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汐風祭～さあ1

いこ
5ーか あの汐風祭まで競争だ！！～同時開催

ホームカミングデー
開催報告
ホームカミングデー

ーか あの汐風祭まで競争だ！！～同時開催

　毎年恒例のホームカミングデーも今年で15回を迎えました。天候が危

ぶまれる中、平成23年10月29日（土）、30日（日）の２日間で、約150人の卒

業生が母校を訪れてくださいました。

　今年は、在学生に受付を手伝っていただき、ホームカミングデーに参加

していただいた卒業生のみなさまに、模擬店金券、喫茶ライムのドリンク

サービス券の他、１期生の中元修平さんのお店　「京都『PatissserieＳ』」

の焼き菓子を配付させていただきました。雑誌、Hanako特別編集号に中

元さんのお店が掲載されている事もありご好評をいただきました。

　参加いただいた卒業生の皆さんの記念写真を掲示したメッセージボー

ドには、「社会人１年目で頑張っています。」「関福で良かった。」「夜勤

明けで帰って来ました。」「４人家族になりました。」といった近況報告の

メッセージが多くみられました。中には、「学生ライフ楽しんで下さい。」

といった在学生へのメッセージもみられました。

　久し振りに再会した旧友と学生時代の思い出話で、校友会館内の喫茶

ライムは活気にあふれていました。

　ご協力いただきました皆様のおかげで無事に終える事ができました。

ありがとうございました。
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関西福祉大学校友会会則の一部改正

新 旧

（役員の選出）
第八条　役員の選出は次による。

（一）名誉会長は学長とする。
（二）会長は正会員理事の中から選出する。
（三）副会長は、正会員理事から一名選出し、ほか

一名は名誉会長の指名した教職員とする。
（四）理事は正会員幹事の中から選出された者及

び名誉会長の指名した教職員とする。
（五）幹事は各卒業年次毎に正会員中より互選さ

れた者及び名誉会長の指名した教職員とす
る。

（六）卒業生の役員選出は総会で行う。

（役員の選出）
第八条　役員の選出は次による。

（一）名誉会長は学長とする。
（二）会長は正会員理事の中から選出する。
（三）副会長は、正会員理事から一名選出し、ほか

一名は名誉会長の指名した教職員とする。
（四）理事は正会員幹事の中から選出された者及

び名誉会長の指名した教職員とする。
（五）幹事は各卒業年次毎に正会員中より互選さ

れた者及び名誉会長の指名した教職員と
する。

（総会）
第十二条
総会は毎年一回年度初めにこれを開く。ただし、
会長が必要と認めたとき、幹事会の議決のあった
とき及び会員総数の五分の一以上から会議の目
的事項を示して請求があったときは、臨時総会を
開く。
二　総会の招集は、議案、期日、場所等について

会員に通知を発することによる。
三　総会の議長は当日出席の会員中からこれを

選ぶ。
四　総会は次の事項について審議し、議決は出席

会員の過半数による。可否同数のときは議
長がこれを決する。

（一）会務報告及び事業計画の承認
（二）会計監査報告の承認
（三）決算及び予算の承認
（四）会則改廃の議決
（五）役員の選出
（六）その他理事会において必要と認めた事項
五　総会は、原則として理事会及び幹事会におい

て審議した事項を議題とする。ただし、緊急
動議については、出席会員の過半数が承認し
た場合にのみ議題とすることができる。

（総会）
第十二条
総会は毎年一回年度初めにこれを開く。ただし、
会長が必要と認めたとき、幹事会の議決のあった
とき及び会員総数の五分の一以上から会議の目
的事項を示して請求があったときは、臨時総会を
開く。
二　総会の招集は、議案、期日、場所等について

会員に通知を発することによる。
三　総会の議長は当日出席の会員中からこれを

選ぶ。
四　総会は次の事項について審議し、議決は出席

会員の過半数による。可否同数のときは議
長がこれを決する。

（一）会務報告及び事業計画の承認
（二）会計監査報告の承認
（三）決算及び予算の承認
（四）会則改廃の議決
（五）その他理事会において必要と認めた事項
五　総会は、原則として理事会及び幹事会におい

て審議した事項を議題とする。ただし、緊急
動議については、出席会員の過半数が承認し
た場合にのみ議題とすることができる。

（理事会）
第十三条
理事会は会長が必要と認めたとき及び理事五名
以上から会議の目的事項を示して請求のあった
ときに開く。
二　理事会は理事総数の二分の一以上の出席者

（委任状提出者を含む）をもって成立する。
三　理事会の議長は会長が務める。
四　理事会の議決は、出席理事の過半数よる。
五　理事会は総会及び幹事会に対して責任を負

う。
六　理事会においては次の事項について審議、議

決し、これを実行する。
（一）庶務、会計及び事業に関すること
（二）総会及び幹事会の議案の審議
（三）総会及び幹事会の議決事項の実行
（四）予算案及び決算書の調整
（五）職員の任免及び処遇
（六）会則及び会員に関すること
（七）役員の推薦
（八）その他会長の附議した事項

附則
この規程は、平成23年11月1日から施行する。

（理事会）
第十三条
理事会は会長が必要と認めたとき及び理事五名
以上から会議の目的事項を示して請求のあった
ときに開く。
二　理事会は理事総数の二分の一以上の出席者

（委任状提出者を含む）をもって成立する。
三　理事会の議長は会長が務める。
四　理事会の議決は、出席理事の過半数よる。
五　理事会は総会及び幹事会に対して責任を負

う。
六　理事会においては次の事項について審議、議

決し、これを実行する。
（一）庶務、会計及び事業に関すること
（二）総会及び幹事会の議案の審議
（三）総会及び幹事会の議決事項の実行
（四）予算案及び決算書の調整
（五）職員の任免及び処遇
（六）会則及び会員に関すること
（七）その他会長の附議した事項

新 旧

第一章　総則
（名称）
第一条　本会は、関西福祉大学校友会と

称する。
（本部）
第二条　本会の本部を、赤穂市新田

三八〇ー三
関西福祉大学校友会館内におく。

附則
この会則は、平成23年11月1日から施行

する。

第一章　総則
（名称）
第一条　本会は、関西福祉大学校友会と

称する。
（本部）
第二条　本会の本部を、赤穂市新田

三八〇ー三
関西福祉大学内におく。

改正理由：役員の選出機関を明確にする。理事会で役員を推薦し、総会に諮る。 改正理由：本部の場所を明確にする。

■　目　　的：卒業年度ごとの交流および、先輩後輩のコミュニケーショ
ンを図り、毎年校友会事業である総会の開催日を10月から
５月に変更し、卒業年度別同窓会開催日と同時開催するこ
とにより、総会への出席率向上を図ることを目的とする。

■　開催日時：毎年5月下旬
■　開催場所：兵庫県内
■　開催時間：一部　総会　　　　　　　　　   11：00～11：30
　　　　　　  二部　校友会卒業年度別同窓会   12：00～15：00

参加者（卒業年度）の組み合わせ
開催日時 卒業年度（期生） 卒業年度（期生）

第１回 平成24年
５月26日（土）

【社福】平成12年度
（１期生）

【社福】平成13年度
（２期生）

第２回 平成25年
５月下旬

【社福】平成14年度
（３期生）

【社福】平成15年度
（４期生）

第３回 平成26年
５月下旬

【社福】平成16年度
（５期生）

【社福】平成17年度
（６期生）

第４回 平成27年
５月下旬

【社福】平成18年度
（７期生）

【社福】平成19年度
（８期生）

第５回 平成28年
５月下旬

【社福】平成20年度
（９期生）

【社福・看護】
平成21年度

（10期生・１期生）

第６回 平成29年
５月下旬

【社福・看護】
平成22年度

（11期生・２期生）

【社福・看護】
平成23年度

（12期生・３期生）

第７回 平成30年
５月下旬

【社福・看護】
平成24年度

（13期生・４期生）

【社福・看護】
平成25年度

（14期生・５期生）

第８回 平成31年
５月下旬

【社福・看護】
平成26年度

（15期生・６期生）

【社福・看護】
平成27年度

（16期生・７期生）
平成32年５月下旬　20周年記念パーティー

　

　平成23年10月30日（日）、校友会館２階校友会館ホールにおいて、
平成23年度校友会総会が開催され、次の議題が審議、承認されました。

（１）平成22年度事業報告
（２）平成22年度収支決算報告
（３）平成22年度収支決算監査報告
（４）平成23年度事業計画
（５）平成23年度収支予算

平成23年度 第1回 総会開催報告

（６）平成23年度新役員選出について
（７）関西福祉大学校友会会則の
　　一部改正について

（８）卒業年度別同窓会について

P.4参照 P.12参照

P.4参照

卒業年度別同窓会を開催します！
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1　会　務
　（1）総　会　1回開催予定
　（2）理事会　3回開催予定　事業計画、当初予算、事業報告、決算等
　（3）幹事会　3回開催予定　事業計画、当初予算、事業報告、決算等

2　正会員に対する活動
　（1）名簿の発行　
	 当該年卒業生の住所録として発行
　（2）会報の発行　年2回発行
　（3）支部の助成活動等会員相互の交流促進　
　（4）個別校友会・学年別同窓会に対する助成
　（5）研究会開催支援
　（6）ホームカミングデー
　
3　母校、在学生に対する支援
　（1）大学祭、課外活動団体等に対する助成
　（2）大学の事業・行事への協賛等
　（3）学章・卒業記念品贈呈
　（4）奨学金の支給
　（5）東日本大震災の復興に係るボランティア活動の支援

4　その他
　（1）会員の慶弔および親睦  見舞い、弔電、供花等、懇親会等
　（2）中・長期的課題・次期事業計画検討に係るプロジェクトの設置
　（3）その他必要性に応じたプロジェクトの設置
　（4）海外研修プロジェクト
　（5）その他

※アンダーラインは新規事業

平成23年度事業計画・収支予算

平成23年10月30日（日）、平成23年度関西福祉大学校友会総会が開催され、平成22年度事業報告および収支決算、平成23年度
事業計画および収支予算について協議、決定されました。

平成22年度事業報告・収支決算

平成23年度事業計画 平成22年度事業報告
1　会　務
　  （１） 総会　

①平成22年10月31日(日)　定例総会
平成21年度事業報告、平成21年度収支
決算・会計監査報告
平成22年度事業計画、平成22年度収支
予算
会則の一部改正
新役員選出・役員改選結果報告
②平成23年2月26日(土)　臨時総会
会長選出

　  （２） 理事会・幹事会　
第１回　平成22年6月26日(土)
平成21年度事業報告、平成21年度収支
決算・会計監査報告、
新役員選出・役員改選結果報告
第2回　平成22年10月9日(土）
会則の一部改正、海外研修プログラムに
ついて
第3回　平成22年10月31日(日)
総会提出議案について
第4回　平成23年2月26日(土）
臨時総会提出議案について

　  （3） 校友会設立10周年記念事業プロジェクト会議
平成22年10月31日～平成23年2月20
日　計7回開催

2　正会員に対する活動
　  （1）名簿の発行  当該年卒業生の住所録と	
	 して発行（12月15日）　
　  （2）会報の発行  第15号（5月25日）、
	 	 第16号（9月30日）、特別号（12月24日）
　  （3）校友会設立10周年記念パーティー開催

（2月26日）
　  （4）東海支部への助成　
　  （5）個別校友会活動への助成（1件）　
　  （6）結婚式祝電サービス（5件6名）
　  （7）国家試験受験対策セミナーの開催（10	

	 月2日、10月16日）
　  （8）恩師との相談会の開催（10月30日、		

	 31日）
　  （9）ホームカミングデーの開催（10月30		

	 日、31日）
　（10）海外研修プログラムへの助成（フィリピ	

	 ン・マニラ）
　（11）ホームページの更新、SNSの運用

3　母校、在学生に対する支援
　  （1）大学祭イベントへ景品寄贈（液晶テレビ）
　  （2）大学事業・行事への協賛（海外研修プロ	

	 グラム助成）
　  （3）学章・校友会記念品贈呈（卒業式、入学	

	 式にて贈呈）

科　目 今年度予算 前年度予算 増　減 備　考

1 会費収入 35,790,000 37,800,000 △2,010,000 ・在学生 1,142名
   社会福祉学部
　（1年 200名、2年 189名、 3年 168名、4年 237名） 
  看護学部
　（1年 80名、2年 90名、3年 100名、4年 78名）
   1,142名×30,000円=34,260,000円  
・編入生   12名
  社会福祉学部（3年 5名、4年 1名）
  看護学部    （3年 5名、4年 1名）
  12名×60,000円=720,000円  
・専任教職員 81名
  81名×10,000円=810,000円 

2 前年度繰越金 122,831,704 134,055,704 △11,224,000
3 繰入金 5,521,426 0 5,521,426 10周年記念事業特別会計から繰入
4 雑収入 0    0       0 中国銀行 赤穂支店 普通・定期預金　　（1） 受取利息 （0） （0） （0）
合計 164,143,130 171,855,704 △7,712,574

（平成23年4月1日～平成24年3月31日）
（単位：円）1.収入の部

2.支出の部

4.基金会計明細書（平成２３年度末）

（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
（単位：円）

（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
（単位：円）

1.収入の部

収入の部
3.校友会設立10周年記念事業　特別会計

平成22年度収支決算報告書平成23年度収支予算書

科   目 予　算 決　算 増　減 備　考
1 会費収入 37,800,000 37,740,000 △60,000 平成22年度収入

・在学生 1,218名
  1,218名×30,000円=36,540,000円 
・編入生   7名
  7名×60,000円=420,000円 
・専任教職員 77名
  77名×10,000円=770,000円 
・特別会員   1名
  1名×10,000円=10,000円

2 使用料収入 0 9,000 9,000 ホール貸し出し（SIDS家族の会研修会）
3 前年度繰越金 134,055,704 134,055,704 0 
4 雑収入 0 28,036 28,036 中国銀行 赤穂支店 普通・定期預金　　（1）受取利息 （0） （28,036） （28,036）
合計 171,855,704 171,832,740 △22,964

科　目 予　算 決　算 増　減 備　考
1 繰入金 10,000,000 10,000,000 0 校友会設立10周年記念積立
2 雑収入 0 75,000 75,000 校友会10周年記念パーティー祝金
合計 10,000,000 10,075,000 75,000

科　目 予　算 決　算 増　減 備　考
1 事務費 8,380,000 5,367,998 △3,012,002
　　（1）人件費 （4,100,000） （3,898,215） （△201,785） 事務局契約事務職員人件費
　　（2）消耗品費 （300,000） （81,057） （△218,943） 事務用品等
　　（3）旅費交通費 （500,000） （297,450） （△202,550） 理事会・幹事会等出張費他
　　（4）印刷製本費 （400,000） （122,895） （△277,105） 校友会資料、封筒等
　　（5）諸会費 （50,000） （0） （△50,000） セミナー受講料
　　（6）報酬手数料 （100,000） （58,400） （△41,600） ホームカミングデー等アルバイト代
　　（7）新聞雑誌費 （50,000） （10,500） （△39,500） 書籍
　　（8）通信費 （1,700,000） （816,580） （△883,420） 校友会資料、会報、名簿、アンケート等発送
　　（9）会議費 （300,000） （26,296） （△273,704） 理事会・幹事会等会議費
　 （10）渉外費 （100,000） （0） （△100,000） 他大学等調査経費・粗品・謝礼
　 （11）備品費 （500,000） （0） （△500,000） 備品購入等
　 （12）慶弔費 （80,000） （11,275） （△68,725） 校友会員見舞金、結婚式祝電サービス
　 （13）雑費 （200,000） （45,330） （△154,670） 振込手数料
2 事業費 10,644,000 4,126,778 △6,517,222  
　　（1）名簿作成費 （300,000） （273,732） （△26,268） 名簿作成
　　（2）会報作成費 （1,000,000） （1,155,149） （155,149） 会報（年2回）作成
　　（3）振興費 （3,000,000） （1,664,840） （△1,335,160） 国家試験受験対策セミナー、恩師との相談会、学章、会員の動向調査等
　　（4）助成費 （2,470,000） （784,057） （△1,685,943） ホームカミングデー、個別校友会、海外研修プログラム、大学祭、課外活動等
　　（5）支部助成費 （304,000） （60,000） （△244,000） 支部運営助成、支部設置準備
　　（6）奨学費 （2,950,000） （0） （△2,950,000） 緊急奨学金
　　（7）システム管理費 （50,000） （10,500） （△431,000） SNSビキタ、ホームページ
3 予備費 30,000,000 0 △30,000,000
5 次年度繰越金 122,831,704 162,337,964 39,506,260
合計 171,855,704 171,832,740 △22,964

科　目 予　算 決　算 増　減 備　考
1 事務費 2,050,000 779,521 △1,270,479
　　（1）消耗品費 （100,000） （45,650） （△54,350） 事務用品等
　　（2）旅費交通費 （300,000） （625,481） （325,481） プロジェクト旅費他
　　（3）印刷製本費 （550,000） （26,775） （△523,225） 案内状作成
　　（4）通信費 （800,000） （0） （△800,000） 案内状発送
　　（5）会議費 （200,000） （65,340） （△134,660） プロジェクト会議費等
　　（6）雑費 （100,000） （16,275） （△83,725） 振込手数料他
2 事業費 7,950,000 3,774,053 △4,175,947  
　　（1）事業費 （7,950,000） （3,774,053） （△4,175,947） 会場費、記念パーティーその他
3 次年度繰越金 0 5,521,426 5,521,426
合計 10,000,000 10,075,000 75,000

2.支出の部

支出の部

（平成23年4月1日～平成24年3月31日）
（単位：円）

※精算後、本特別会計を廃止する。

収入の部

3.校友会設立10周年記念事業　特別会計

科   目 今年度予算 前年度予算 増　減 備　考
1 基金繰入金 0 10,000,000 △10,000,000 校友会設立10周年記念積立金
2 前年度繰越金 5,521,426 0 5,521,426
合計 5,521,426 10,000,000 △4,478,574

科　目 今年度予算 前年度予算 増　減 備　考
1 事務費 0 2,050,000 △2,050,000
　　（1）消耗品費 （0） （100,000） （△100,000） 事務用品等
　　（2）旅費交通費 （0） （300,000） （△300,000） プロジェクト旅費他
　　（3）印刷製本費 （0） （550,000） （△550,000） 案内状、アンケート等作成
　　（4）通信費 （0） （800,000） （△800,000） 案内状、アンケート等発送
　　（5）会議費 （0） （200,000） （△200,000） プロジェクト会議費等
　　（6）雑費 （0） （100,000） （△100,000） 振込手数料他
2 事業費 0 7,950,000 △7,950,000  
　 （1）事業費 （0） （7,950,000） （△7,950,000） 会場費、記念パーティーその他
3 繰出金 5,521,426 0 5,521,426 本会計へ繰り出し
合計 5,521,426 10,000,000 −4,478,574

支出の部

4.各種積立金
積立年度 校友会設立10周年記念積立金

平成20年度 5,000,000 
平成21年度 5,000,000 
平成22年度 0 
合計 10,000,000 

  （7）恩師との相談会開催
  （8）国家試験受験対策セミナー
  （9）結婚式祝電サービス
（10）校友会事務局の整備
（11）校友会館内無線LANの整備
（12）東日本大震災の復興に係るボランティア活動の支援

科　目 本年度予算 前年度予算 増　減 備　考
1 事務費 7,450,000 8,380,000     △930,000
　　（1）人件費 （4,000,000） （4,100,000） （△100,000） 事務局事務職員人件費
　　（2）消耗品費 （100,000） （300,000） （△200,000） 事務用品等
　　（3）旅費交通費 （500,000） （500,000） （0） 理事会・幹事会等出張費他
　　（4）印刷製本費 （400,000） （400,000） （0） 校友会資料、封筒等
　　（5）諸会費 （50,000） （50,000） （0） セミナー受講料
　　（6）報酬手数料 （100,000） （100,000） （0） ホームカミングデー等アルバイト代
　　（7）新聞雑誌費 （20,000） （50,000） （△30,000） 書籍
　　（8）通信費 （1,300,000） （1,700,000） （△400,000） 校友会資料、会報、名簿等発送
　　（9）会議費 （300,000） （300,000） （0） 理事会・幹事会等会議費
　 （10）渉外費 （50,000） （100,000） （△50,000） 他大学等調査経費・粗品・謝礼
　 （11）備品費 （500,000） （500,000） （0） 校友会館事務室（TEL･FAX･PC･プリンタ等備品購入）
　 （12）慶弔費 （80,000） （80,000） （0） 校友会員見舞金、結婚式祝電サービス
　 （13）雑費 （50,000） （200,000） （△150,000） 振込手数料
2 事業費 11,590,000 10,644,000 946,000
　　（1）名簿作成費 （300,000） （300,000） （0） 名簿作成
　　（2）会報作成費 （1,000,000） （1,000,000） （0） 会報（年2回）作成
　　（3）振興費 （1,000,000） （3,000,000） （△2,000,000） 国家試験受験対策セミナー、恩師との相談会、卒業記念品、会員の動向調査等
　　（4）助成費 （1,900,000） （2,470,000） （△570,000） ホームカミングデー、学年別同窓会、個別校友会、大学祭、課外活動等
　　（5）支部活動援助費 （440,000） （304,000） （136,000） 支部運営助成、支部設置準備
　　（6）奨学費 （2,950,000） （2,950,000） （0） 緊急奨学金
　　（7）システム費 （1,000,000） （620,000） （380,000） ホームページ更新、校友会館無線LAN等整備
　　（8）海外研修費 （3,000,000） （0） （3,000,000） 海外研修助成
3 予備費 7,000,000 30,000,000 △23,000,000
4 基金繰出金 135,000,000 0 135,000,000 校友会基金へ
5 次年度繰越金 3,103,130 122,831,704 （△119,728,574）
合計 164,143,130 171,855,704 △7,712,574

次年度繰越金内訳：
普通預金 157,210,609円
決裁用預金 10,000,000円

（校友会設立10周年記念事業預金）
郵便振替口座 457,030円
小口現金 191,751円
合　計 167,859,390円

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

項　目 残　高 備　考
校友会基金 135,000,000
残高 135,000,000
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シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
生
活
相
談
員
と
し
て
勤
め
て
い
ま
す
。

　

主
に
在
宅
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
要
介
護
者
・
要
支
援
者
を
短
期
間
受
け
入
れ
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

業
務
と
し
て
は
、
利
用
に
関
す
る
説
明
・
契
約
や
、
ご
自
宅
へ
の
送
迎
の
ほ
か
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の

他
事
業
所
と
情
報
交
換
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
時
に
は
緊
急
で
病
院
受
診
の
対
応
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
病

院
の
相
談
員
や
看
護
師
と
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
虐
待
や
介
護
者
の
入
院
な
ど
に
よ
る
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
受
け
入
れ
も
あ
り
、多
忙
な
業
務
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、日
々
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
ご
家
族
の
介
護
負
担
の
軽
減
に
な
る
と
と
も
に
、
利
用
者
様
の
笑
顔

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
、そ
の
姿
を
み
る
と
や
り
が
い
が
感
じ
ら
れ
、と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

勤
め
て
四
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
時
に
は
、「
生
活
相
談
員
を
希
望
し
て
い
て
も
、
最
初
三

年
は
介
護
職
」と
い
う
現
実
を
聞
い
て
、当
時
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
一
年
間
の
介
護
職
の
経
験
を
経
て
考
え
れ
ば
、
介
護
職
の
経
験
は
自
分
自
身
の
技
術
面
の
向

上
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
様
お
よ
び
ご
家
族
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
他
職
種
と
の
担
当
者
会
議
な
ど
知
識

と
し
て
情
報
交
換
で
き
る
の
で
、と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
員
と
し
て
３
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
業
務
を
通
し
て
、
虐
待

の
ケ
ー
ス
や
、
身
寄
り
の
な
い
独
居
の
ケ
ー
ス
な
ど
様
々
な
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
独
居
の
ケ
ー
ス
は
多
く
あ
り
、
成
年
後
見
制
度
を
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
困
惑
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
幅
広
く
相
談
援
助
を
し
て
い
き
た
い
思
い
も
あ
り
、
今
後
は
様
々
な
制
度
の
知
識
を

身
に
つ
け
、さ
ら
な
る
援
助
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
で
す
。

　

仕
事
上
、他
職
種
と
の
交
流
が
多
い
中
、様
々
な
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
自
身
、今
後
は
介
護
福
祉
士
、介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
取
得
す
る
ほ
か
、研
修
を
経
て
、成
年
後
見
人
を
す

る
な
ど
、様
々
な
制
度
を
通
し
て
あ
ら
ゆ
る
面
で
社
会
に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

休
日
は
、
友
人
や
職
場
の
同
僚
な
ど
と
遠
出
す
る
機
会
も
増
え
、
ア
ル
バ
イ
ト
生
活
を
し
て
い
た
学
生
の
時
と

比
べ
る
と
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
場
の
同
僚
や
、
先
輩
と
の
飲
み
会
な
ど
を
通
し
て
、
日
ご
ろ
の
悩
み
を

相
談
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
思
え
ば
、
学
生
生
活
は
勉
強
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
追
わ
れ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
正

直
、
も
っ
と
遊
ん
で
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
う
反
面
、
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
学
生
の
頃
と
比
べ
、
社
会
人
に
な
る
と
自
由
に
勉
強
す
る
時
間
は
明
ら
か
に
減
り
ま
す
。
特
に
国
家
試

験
に
関
し
て
は
、現
役
合
格
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。周
囲
に
は
、記
念
受
験
を
し
て
い
た
人
も
多
か
っ

た
で
す
が
、
い
ざ
転
職
す
る
上
で
、
資
格
が
な
く
困
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
ど
こ
に
就
職
す
る
上
で
も
、
大

学
４
年
間
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、国
家
試
験
合
格
と
い
う
思
い
は
絶
対
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
北
播
磨
・
中
播
磨
・
東
播
磨
合
同
支
部
の
設
立
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
来
年
４
月
に
設
立
し
、
９
月
に
総
会
を
開
催
予

定
で
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
大
学
卒
業
後
は
卒
業
生
・
在
学
生
と
の
交
流
も
少

な
く
、
大
学
と
も
疎
遠
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
支
部
の
設
立
に
よ
っ
て
多
く
の
卒
業

生
・
在
学
生
と
の
交
流
・
職
種
間
の
情
報
交
換
に
役
立
て
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
り
多
く
の
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
の
管
理
業
務
を
行
う
と
共
に
、
フ
ロ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
現
場
で
利
用
者
様
な
ど
全

体
を
見
渡
し
、職
員
に
指
示
を
出
す
事
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、生
活
相
談
員
と
し
て
、新
規
ご
利
用
希
望
者
と
の
面
接
や
契
約
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
絡
・
相
談
、

利
用
者
様
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
中
心
に
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
く
感
じ
る
の
は
責
任
の
大
き
さ
で
す
。
事
務
的
な
仕
事
で
も
そ
う
で
す
が
、
特
に
利
用
者
様
と
関
わ
る

に
あ
た
り
、一
つ
の
命
を
預
か
っ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
命
の
重
み
を
噛
み
し
め
な
が
ら
、日
々
慎
重
に
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
五
月
に
通
所
介
護
事
業
部
管
理
者
に
な
り
、
当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
定
員
満
員
に
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、利
用
者
様
に
「
次
が
楽
し
み
。
帰
り
た
く
な
い
。」と
言
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
す
る
た
め
、
当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
楽
し
く
（
笑
顔
で
）リ
ハ
ビ
リ
」

を
目
指
し
、
遊
ん
で
い
る
よ
う
な
感
覚
で
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
が
行
え
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
試
験
を
来
年
に
受
け
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
得

し
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、今
後
の
業
務
を
広
い
視
野
で
行
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
大
学
時
代
の
友
人
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
す
る
た
め
地
域
の
小
学
校
の
体
育
館
に
お
邪
魔
し
た
り
、
服

を
買
い
に
行
っ
た
り
、飲
み
に
行
っ
た
り
、時
々
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
砂
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
会
に
参
加
し
て
お
り
、
地
域
の
祭
り
に
模
擬
店
を
出
店
し
た
り
月
一

回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
、と
に
か
く
歌
う
こ
と
で
す
ね
。
車
や
風
呂
で
大
声
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
就
職
活
動
は
ほ
と
ん
ど
せ
ず
飛
び
込
み
で
老
人
保
健
施
設
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
介
護
の
経

験
を
積
ん
だ
事
が
、今
の
自
分
の
ス
キ
ル
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
だ
け
で
な
く
、遊
び
で
も
同
じ
。
色
々
な
事
に
挑
戦
し
、い
ろ
ん
な
人
に
出
会
い
、失
敗
も
成
功
も
あ
り
、

嬉
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
も
あ
り
。
そ
ん
な
経
験

を
積
ん
だ
こ
と
が
今
の
自
分
を
支
え
る
自
信
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
好
き
な
こ
と
も
嫌
い
な
こ

と
も
、
と
に
か
く
色
々
な
経
験
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

私
は
大
学
生
活
で
一
番
の
収
穫
は
「
出
会
い
」だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

親
友
と
の
出
会
い
、
尊
敬
で
き
る
先
輩
方
と
の
出
会

い
、恩
師
と
の
出
会
い
、新
た
な
自
分
と
の
出
会
い
。

　

そ
ん
な
出
会
い
が
今
の
私
の
生
活
を
充
実
し
た
も
の

に
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
出
会
い
を
さ
せ
て
く
れ
た
関
西
福
祉
大
学
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
素
敵
な
出
会
い
を
求
め
て
日
々
楽
し
く
笑
顔

で
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

中
口　

り
え
子
さ
ん 

／
2
0
0
8
年
度
卒
業　

社
会
福
祉
学
部
8
期
生

社
会
福
祉
法
人
　
清
章
福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
清
住
園

清
住
園
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
生
活
相
談
員

安
部　

隼
人
さ
ん 

／
2
0
0
6
年
度
卒
業　

社
会
福
祉
学
部
6
期
生

有
限
会
社
　
も
も
の
は

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
　
も
も
の
は

管
理
者
兼
生
活
相
談
員

Q3Q4Q5Q6Q7

Q3Q4Q5Q6Q7

Q2

Q2

Q1

Q1
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友
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関
西
福
祉
大
学
を
卒
業
し
て
、
一
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
在
学
時
か
ら

精
神
科
病
院
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
、
長
期
入
院

患
者
様
の
退
院
支
援
を
多
職
種
で
行
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

縁
が
あ
り
、
現
在
は
神
戸
市
北
区
に
あ
る
有
馬
高
原
病
院
医
療
福
祉
相

談
室
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
当
院
は
、
精

神
科
病
棟
3
9
6
床 

療
養
病
棟
59
床
あ
り
、六
甲
山
を
見
渡
せ
る
丘
の
上

に
病
院
が
あ
り
ま
す
。
併
設
の
介
護
老
人
保
健
施
設
「
青
い
空
の
郷
」、
隣

接
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
愛
寿
園
」を
合
わ
せ
、13
万
平
米
も
の
広
大

な
敷
地
（
甲
子
園
球
場
の
約
３
倍
）を
有
し
て
お
り
、周
囲
は
緑
い
っ
ぱ
い

で
す
。
そ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
も
と
、
精
神
科
疾
患
を
持
た
れ
た

患
者
様
に
対
し
て
治
療
を
行
い
、
地
域
と
連
携
を
し
な
が
ら
早
期
の
社
会

復
帰
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
と
し
て
、受
診
の
相
談
か
ら
、受
療
中
に
気
に
な
る
問
題
（
医

療
費
な
ど
の
経
済
的
な
こ
と
、
退
院
に
必
要
な
生
活
環
境
の
調
整
、
活
用

で
き
る
社
会
資
源
の
こ
と
な
ど
）を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
や
援
助
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、家
族
教
室
や
心
理
教
育
、患
者
様
の
外
出
援
助
、

病
棟
行
事
の
手
伝
い
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
業
務
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
医
療
福
祉
相
談
室
に
は
11
名
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
在
籍

し
、
病
棟
担
当
制
で
患
者
様
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
年
代
の

ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
職
場
の
中
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
主
に
慢
性
期
病
棟
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
慢
性
期
病
棟
に
は
、

長
期
入
院
の
方
が
多
く
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
職
当
初
は
、
患
者
様
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
病
棟
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
に
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
た
、
急
性
期
病
棟
で
の
入
院
対
応
等
も
あ
り
、
想
像
を
超
え
る
仕
事
量

の
多
さ
や
、
聞
き
慣
れ
な
い
医
療
用
語
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

現
在
に
な
り
、
よ
う
や
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
仕
事
を
少
し

ず
つ
理
解
し
、
行
え
る
よ
う
に
な
り
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

１
年
半
勤
務
し
、
様
々
な
患
者
様
の
支
援
を
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
色
々
な

機
関
と
の
繋
が
り
を
深
め
る
中
で
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
慢
性
期
病
棟
内
で
、
多
職
種
に
よ
る
退
院
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
『
チ
ー
ム
希き

ら
輝き

ら
』と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
私
は
、
入
職
し
て
２
ヶ
月
経
っ
た
頃
か
ら
、
活
動
に
携
わ
ら
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
名
は
、患
者
様
の
「
希
望
に
輝
く
生
活
の
実
現
」を

目
指
し
て
命
名
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
メ
ン
バ
ー
構
成
は
Dr
（
医
師
）

１
名
、Ns
（
看
護
師
）３
名
、O
T
R（
作
業
療
法
士
）２
名
、栄
養
士
１
名
、

P
S
W（
精
神
保
健
福
祉
士
）２
名
の
計
９
名
で
活
動
し
て
お
り
、
支
援
内

容
と
し
て
、
長
期
入
院
患
者
様
の
退
院
支
援
・
地
域
定
着
支
援
を
行
う
こ

と
で
す
。
週
に
3
〜
4
回
は
30
分
程
メ
ン
バ
ー
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
患
者
様
の
状
態
や
支
援
経

過
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。

　

お
互
い
の
専
門
性
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、
患
者
様
や
ご
家
族
に

対
し
て
最
大
限
の
支
援
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
実
際
に
、
年
間
に
チ
ー
ム
で
支
援
し
た
患
者
様
は
５
名
ほ
ど
退
院

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
職
種
連
携
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
短
時
間
で
も
多
職
種
が
集
ま
り

お
互
い
の
専
門
性
を
活
か
し
た
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
困
難
事
例
に

関
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
支
援
が
行
え
た
り
、
多
職
種
で
連
携
す
る
こ
と
で

お
互
い
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
退
院
支
援
や
地
域
移
行
支
援
を
す
る
に
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
院
先
で
あ
る
地
域
の
事
業
所
や
公
的
機
関
な
ど
と
も
様
々
な

連
携
を
行
う
こ
と
が
次
第
に
多
く
な
り
、
地
域
と
の
連
携
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
定
期
的
な
会
議
へ
の
出
席
や
情
報
共
有
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

開
催
な
ど
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
多
職
種
や
地
域
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
全
員
で
一

つ
の
ケ
ー
ス
を
全
力
で
支
援
し
、
患
者
様
や
ご
家
族
が
嬉
し
そ
う
に
笑
顔

で
退
院
さ
れ
る
時
は
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
改
め
て

多
職
種
連
携
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
多
職
種
連
携
を
行
っ
て
い

る
と
職
種
を
超
え
て
の
患
者
様
へ
の
関
わ
り
が
行

え
る
チ
ー
ム
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、患
者
様
全
員
に
対
し
て
な
か
な
か
深
く

関
わ
る
時
間
が
な
く
、適
切
な
支
援
が
出
来
て
い
な

い
部
分
も
あ
り
、今
後
さ
ら
に
患
者
様
個
々
に
合
っ

た
多
く
の
支
援
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

関
西
福
祉
大
学
卒
業
生
の
方
と
は
な
か
な
か
仕

事
上
で
お
会
い
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
今
後

卒
業
生
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
患
者
様

の
支
援
が
行
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

患者様やご家族が笑顔で退院される時は、
やりがいを感じるとともに、改めて多職種連携の必要性を感じます。

医療法人　寿永会　有馬高原病院
リハビリテーション部　医療福祉相談室
ソーシャルワーカー(精神保健福祉士、社会福祉士)

有本 泰成さん
2010年度卒業	社会福祉学部10期生
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関
西
福
祉
大
学
で
看
護
に
つ
い
て
学
び
、
国
家
試
験
を
乗
り
越
え
看
護

師
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
相
生
に
あ
る
Ｉ
Ｈ
Ｉ
播
磨
病
院
で
働
い
て

い
ま
す
。
病
院
理
念
は
、〝
健
康
を
願
う
人
々
の
精
神
（
こ
こ
ろ
）と
身
体

（
か
ら
だ
）に
あ
た
た
か
い
医
療
を
〞で
あ
り
、地
域
性
が
高
く
地
域
の
方
々

と
の
関
わ
り
が
多
い
病
院
で
す
。

　

配
属
先
は
H
C
U（
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
）を
含
め
た
ベ
ッ
ド
数
28
の
外

科
病
棟
で
す
。
外
科
で
あ
る
た
め
主
に
消
化
器
疾
患
に
対
す
る
治
療
や
手

術
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、癌
に
対
す
る
抗
癌
剤
治
療
を
し
た
り
、終
末
期
で

病
院
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
患
者
様
と
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
病
院

に
就
職
し
て
か
ら
１
年
半
経
ち
、
多
く
の
患
者
様
や
そ
の
家
族
と
関
わ
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
新
人
の
立
場
で
あ
っ
て
も
患
者
様
や
家
族
に
と
っ
て

は
病
院
で
働
い
て
い
れ
ば
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ
り
、
新
人
も
ベ
テ
ラ
ン

も
関
係
な
し
で
あ
る
た
め
、
そ
の
自
覚
を
持
ち
な
が
ら
働
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
日
々
感
じ
な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
。

　

新
人
の
時
、最
初
は
先
輩
看
護
師
の
後
ろ
を
つ
い
て
回
り
、少
し
ず
つ
自

分
が
主
体
と
な
っ
て
業
務
を
遂
行
し
て
い
き
、
様
々
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
日
々
の
中
で
一
人
の
患
者
様
と
関
わ
っ
た
時
の
話

で
す
が
、
ま
だ
点
滴
の
針
を
留
置
す
る
の
も
数
回
し
か
行
っ
た
こ
と
が
な

く
、
ま
し
て
や
そ
の
患
者
様
は
血
管
が
あ
ま
り
出
て
お
ら
ず
点
滴
の
針
を

留
置
す
る
の
が
難
し
い
方
で
し
た
。
そ
れ
で
も
先
輩
に
は
一
回
挑
戦
し
て

み
な
さ
い
と
言
わ
れ
、一
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
も
の
の
失
敗
に
終
わ
り
、先

輩
に
交
代
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
た
時
、「
失
敗
し
て
も
え
ぇ
か
ら
も
っ

か
い
や
り
。
練
習
せ
な
あ
か
ん
や
ろ
。」と
患
者
様
が
言
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
二
度
目
も
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
「
も
う
ち
ょ
っ
と
浅
く
し
た
ほ
う
が
え
ん
じ
ゃ
な
い
？
」な

ど
と
身
を
も
っ
て
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
成
功
し
、
心
か
ら

感
謝
し
た
の
を
覚
え
て
お
り
、
今
で
も
そ
の
患
者
様
と
の
や
り
取
り
で
学

ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
患
者
様
は
癌
の
終
末
期
で
し
た
。
日
々
衰
弱
し
て
い
く

患
者
様
に
、私
は
何
も
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、痛
み
を
訴
え
た
時
は
鎮
痛
剤

を
使
用
し
、
倦
怠
感
を
訴
え
た
と
き
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
背
中
を
さ
す
る
等
、

言
わ
れ
た
こ
と
に
し
か
対
応
で
き
ず
、
ま
た
身
体
的
苦
痛
ば
か
り
に
目
を

向
け
て
い
ま
し
た
。
家
族
が
い
る
時
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
も
少
な
く
穏
や
か

に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
が
帰
る
と
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
は
頻
繁
に

な
っ
た
り
、
痛
み
の
訴
え
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
我
慢
強
く
あ
ま
り
人
に

頼
ろ
う
と
し
な
い
患
者
様
で
あ
っ
た
の
で
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
鳴
る
前
に

自
分
か
ら
積
極
的
に
寄
り
添
っ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
時
や
時
間
の
感
覚
で

痛
み
が
で
る
か
を
分
析
し
て
前
も
っ
て
鎮
痛
剤
を
使
用
し
て
い
れ
ば
、
痛

み
を
我
慢
す
る
こ
と
な
く
安
楽
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
の
か
も
し
れ
な

か
っ
た
と
、後
悔
と
と
も
に
患
者
様
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

痛
み
を
訴
え
た
と
き
に
体
位
変
換
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
な
が
ら
訴
え
を
傾

聴
し
て
い
る
と
表
情
が
和
ら
ぎ
、
痛
み
が
軽
減
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、

身
体
的
苦
痛
と
精
神
的
苦
痛
は
切
り
離
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
双
方
は

関
連
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
緩
和
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
学
び

ま
し
た
。

　

多
く
の
患
者
様
と
関
わ
っ
て
い
る
と
前
述
の
よ
う
に
悲
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
治
療
を
し
て
日
に
日
に
回
復
し
て
い
き
元
気
に
退
院
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
日
に
日
に
回
復
し
て
い
く
過
程
を
患
者
様
と
共
有
す

る
こ
と
は
嬉
し
く
、
患
者
様
の
明
る
い
笑
顔
や
「
あ
り
が
と
う
」と
声
を
か

け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
バ
タ
バ
タ
と
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
中
で
、
励
み

と
な
り
喜
び
に
な
り
ま
す
。

　

同
じ
病
気
で
同
じ
治
療
を
受
け
る
患
者
様
が
い
て
も
全
く
同
じ
経
過
を

辿
る
わ
け
で
は
な
く
、個
々
の
患
者
様
の
既
往
や
背
景
を
知
り
、個
々
の
患

者
様
に
適
し
た
看
護
を
日
々
考
え

な
が
ら
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
患
者
様

と
関
わ
っ
て
い
く
と
き
に
は
、
患

者
様
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
い
な

が
ら
個
別
性
を
ふ
ま
え
て
全
人
的

痛
み
を
緩
和
で
き
る
よ
う
に
日
々

の
看
護
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
先
の
病
院
に
は
、
今
は
ま

だ
私
と
別
の
病
棟
に
一
人
と
、
関

西
福
祉
大
学
の
卒
業
生
が
二
人
し

か
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
多
く
の
卒

業
生
と
働
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

～昨年卒業されたお二人に、現在の仕事場での様子をうかがいました。～

個々の患者様の既往や背景を知り、
個々の患者様に適した看護を。

村上 侑依子さん
2010年度卒業	看護学部１期生

IHI播磨病院
外科病棟

看護師
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研究室から
from Laboratory

小
児
看
護
援
助
実
習
か
ら
の
学
び

～
人
間
的
に
成
熟
す
る
こ
と
の
重
要
性
～

　

小
児
看
護
学
を
担
当
し
て
い
る
私
が
と
て
も
嬉
し
く
、

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
に
な
る
の
は
、
看
護
学
実
習
で
学
生
の
顔
が

パ
ァ
と
明
る
く
輝
い
た
時
で
あ
る
。

　

病
院
に
実
習
に
行
っ
て
い
た
時
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
す

る
。
学
生
A
さ
ん
は
、
行
っ
た
援
助
に
お
け
る
私
の
説
明

に
対
し
て 

「
そ
れ
は
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
で
す
ね
」、「
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
」と
学
内
で
の
学
び
と
実
施
と
を
一
致

さ
せ
た
喜
び
を
笑
顔
に
表
し
た
。
ま
さ
に
臨
地
実
習
の
目

的
で
あ
る
知
識
と
実
践
を
統
合
さ
せ
た
と
い
え
る
。
彼
女

の
何
か
発
見
し
た
よ
う
な
嬉
し
そ
う
な
顔
は
、
私
を
幸
せ

に
し
た
。

　

知
識
と
実
施
と
の
統
合
は
、
実
習
に
お
い
て
は
当
然
の

こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
学
ん
で
い

く
姿
は
実
に
好
感
を
も
て
る
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
、こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。 

学
生
B
さ
ん
は
、 「
先

生
、
A
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
か
ら
、
悩
み
を
打
ち
明
け
ら

れ
ま
し
た
。
A
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
は
○
○
で
と
て
も
悩

ん
で
い
る
よ
う
で
す
」「
私
は
椅
子
に
腰
掛
け
て
ゆ
っ
く

り
と
お
母
さ
ん
の
話
を
聴
き
ま
し
た
」

　
「
え
っ
、
学
生
の
あ
な
た
に
そ
ん
な
悩
み
を
…
」B
さ
ん

に
は
悪
い
が
、
私
は
一
瞬
困
惑
し
た
。
学
生
に
な
ぜ
こ
ん

な
悩
み
を
相
談
し
た
の
か
…
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
で
も

そ
れ
は
事
実
だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
そ
っ
と
私
に
告
げ
た
B
さ
ん
の
表
情
は
実
に
頼

も
し
く
、
美
し
か
っ
た
。
そ
れ
は
誇
り
や
優
越
感
か
ら
き

た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
的
に
成
熟
し
た
美
し
さ
だ
と
私

は
感
じ
た
。

　

パ
ト
リ
シ
ア
・
ベ
ナ
ー
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
A
・
ヘ

ン
ダ
ー
ソ
ン
の
看
護
の
考
え
方
の
影
響
を
受
け
た
人
で
あ

る
。
彼
女
は
、
患
者
ケ
ア
の
実
践
を
明
ら
か
に
し
、
援
助

役
割
、
指
導
・
手
ほ
ど
き
の
機
能
、
診
断
機
能
と
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
機
能
、
急
速
に
変
化
す
る
状
況
に
お
け
る
効
果
的

な
管
理
、
治
療
的
介
入
と
療
法
を
施
行
し
、
モ
ニ
タ
ー
す

る
、
質
の
高
い
ヘ
ル
ス
ケ
ア
実
践
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
保
証

す
る
、
組
織
化
の
能
力
と
仕
事
役
割
能
力
の
７
領
域
を
あ

げ
、31
の
看
護
能
力
（
省
略
）を
特
定
し
て
い
る
。

　

ど
の
領
域
も
看
護
師
に
は
、
重
要
で
あ
る
が
、
と
く
に

援
助
役
割
は
、
看
護
師
の
人
間
的
な
成
熟
を
な
く
し
て
成

り
立
た
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ナ
ー
は
、

看
護
師
は
患
者
に
対
し
て
義
務
的
、
契
約
的
な
係
わ
り
で

は
な
く
、
十
分
な
心
遣
い
や
患
者
に
寄
り
添
う
こ
と
、
傾

聴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
癒
し
を
与
え
て
い
る
、
と
い
っ
て

い
る
が
、
B
さ
ん
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
実
践
し
た
と

い
え
る
。

　

子
ど
も
に
付
き
添
っ
て
い
る
母
親
に
も
関
心
を
示
し
、

母
親
と
と
も
に
在
り
、そ
し
て
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

さ
ら
に
母
親
の
語
り
を
傾
聴
し
た
、
そ
の
結
果
、
母
親
に

安
楽
、安
寧
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
看
護
学
部
の
基
本
方
針
で
あ
る
ケ
ア
リ
ン

グ
の
精
神
で
あ
る
。
ケ
ア
リ
ン
グ
は
人
間
的
な
成
熟
で

あ
る
。
人
が
人
に
関
心
を
よ
せ
、
ま
っ
す
ぐ
に
向
か
い
あ

う
。
そ
し
て
無
条
件
に
そ
の
人
を
受
け
入
れ
る
。「
患
者

様
が
痛
い
と
い
っ
た
ら
痛
い
の
だ
」と
は
そ
の
こ
と
を
よ

く
表
し
た
言
葉
だ
と
思
う
。
相
手
に
先
入
観
や
評
価
的
態

度
を
も
っ
て
接
し
て
も
、
決
し
て
援
助
関
係
は
成
立
し
な

い
。
ケ
ア
リ
ン
グ
は
、
看
護
師
に
そ
の
人
が
何
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か

気
づ
か
せ
、
よ

い
ケ
ア
を
提
供

で
き
る
こ
と
に

な
る
。

　

看
護
師
に

は
、
成
熟
し
た

人
間
性
が
求
め

ら
れ
る
。
人
を

癒
す
事
が
で
き

る
看
護
っ
て
、

と
て
も
す
ば
ら

し
い
職
業
で
あ

る
と
思
う
。
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校友会ニュース

平成24年9月より始動
「関西福祉大学校友会 北播磨・中播磨・東播磨合同支部」の紹介

・北播磨（西脇市、三木市、小野市、加西市、加東市、多可町）

・中播磨（姫路市、神河町、市川町、福崎町）

・東播磨（明石市、加古川市、高砂市、稲美町、播磨町）

これらの地域に在住・在勤の卒業生対象です。
どしどし、ご参加下さい。

　こんにちは。社会福祉学部3期生の籔本大輔です。私は兵庫県姫路市にあ
ります井野病院という急性期病院で医療ソーシャルワーカーをしています。
　今年4月の校友会理事会で私を含め3名のソーシャルワーカーで「関西福祉

大学校友会北播磨・中播磨・東播磨合同支部」の設立を発起させて頂きました。
　支部設立のきっかけとしては、昨年11月、地域の福祉仲間と共に播磨地域のソーシャル
ワーカーを対象にした懇親会を開催しました。その出会いをきっかけに、播磨地域では力
強いネットワークが作られていっています。また、ネットワークは福祉の分野に限らず、
あらゆる分野で構築されるべきと考え、関西福祉大学卒業生の名の下に、同窓生が集える
機会を設けたいという思いからです。
　現在、来年秋頃に予定している設立総会に向けての準備期間となっており、10月22日
に第一回設立準備会を開催しました。世代を超えた10名程度の卒業生が集い、設立総会の
内容や今後の活動などについて話し合い、先輩後輩問わず、前向きで積極的な意見交換を
行うことができました。今後の盛り上がりを大いに期待できる準備会だったと感じてい
ます。
　この地域にはたくさんの卒業生がおられます。同じ学び舎で育った者同士がしっかり
と繋がり、有意義で将来性のある様々な化学反応を起こせるよ
うな支部を目指していきます。また、大学の近隣地域にある支
部として、在学生の方々との交流の場を積極的に企画していき
たいと考えています。卒業生の皆様、一緒に「北播磨・中播磨・
東播磨合同支部」を盛り上げていきましょう。秋頃に予定して
いる設立総会のご案内につきましては別途ご案内致しますので
御協力の程、どうぞよろしくお願い致します。

（下段左より）副支部長 中口 りえ子（社会福祉法人 清章福祉会　特別養護老人ホー
ム清住園）、会計 山里 護（神戸学院大学）、支部長 籔本 大輔（医療法人社団　汐咲
会）、副支部長 田村 智之（社会福祉法人三幸福祉会）

看護学部　看護学科

大学院看護学研究科看護学専攻修士課程

入試区分

項目

前　期　日　程
後　期　日　程

第1日程 第2日程

募 集 人 員 25名 3名

出 願 期 間 【郵送による出願】  平成24年1月4日（水）～1月19日（木）消印有効
 【窓口持参による出願】 平成24年1月20日（金）10：00～17：00 平成24年2月6日（月）～2月27日（月）消印有効

試 験 日 平成24年1月26日（木） 平成24年1月28日（土） 平成24年3月2日（金）

試 験 科 目 等 英語・国語から1科目、数学・生物から1科目　計2科目選択 英語、国語、数学から2科目選択

試 験 会 場 本学・名古屋・福井・大阪・和歌山・神戸・岡山・福山・高松 本学・京都・大阪・神戸・岡山・広島・松江・松山・福岡 本学・大阪

合 格 発 表 平成24年2月4日（土） 平成24年3月10日（土）

入学手続期間 〈１次〉平成24年2月6日（月）～2月17日（金）消印有効
〈２次〉平成24年3月1日（木）～3月23日（金）消印有効 平成24年3月12日（月）～3月23日（金）消印有効

■一般入試

入試区分

項目
前　期　日　程 後　期　日　程

募 集 人 員 5名 2名

出 願 期 間 平成24年1月4日（水）～1月26日（木）消印有効 平成24年2月6日（月）～2月27日（月）消印有効

試 験 日 個別試験なし

試 験 科 目 等 必須科目：外国語（英語）
選択科目：（国語、数学、理科）から2科目選択

試 験 会 場 ー

合 格 発 表 平成24年2月11日（祝･土） 平成24年3月10日（土）

入学手続期間 〈１次〉平成24年2月13日（月）～2月20日（月）消印有効
〈２次〉平成24年3月 1日（木）～3月23日（金）消印有効 平成24年3月12日（月）～3月23日（金）消印有効

■大学入試センター試験利用入試

社会福祉学部　社会福祉学科

大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程

入試区分

項目
Ⅱ　期

募 集 人 員 10名（Ⅰ期※終了と合わせて）

出 願 期 間 平成24年1月23日（月）～2月6日（月）消印有効

試 験 日 平成24年2月11日（祝・土）

試 験 科 目 等
一般入学試験:英語・専門科目・面接[研究計画書参考］　

社会人入学試験:小論文・面接［研究計画書参考］　
外国人留学生入学試験:専門科目・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成24年2月17日（金）

入学手続期間 〈１次〉平成24年2月17日（金）～2月24日（金） 消印有効
〈２次〉平成24年3月 1日（木）～3月23日（金） 消印有効

入試区分

項目
Ⅱ　期

募 集 人 員 若干名

出 願 期 間 平成24年1月23日（月）～2月6日（月）消印有効

試 験 日 平成24年2月11日（祝・土）

試 験 科 目 等 一般選抜入学試験：英語・看護専門科目・面接　
社会人特別選抜入学試験：小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成24年2月17日（金）

入学手続期間 〈１次〉平成24年2月17日（金）～2月24日（金） 消印有効
〈２次〉平成24年3月 1日（木）～3月23日（金） 消印有効

平成24年度 入試概要

入試区分

項目
Ⅱ　期

募 集 人 員 5名

出 願 期 間 平成24年1月23日（月）～2月6日（月）消印有効

試 験 日 平成24年2月11日（祝･土）

試 験 科 目 等 専門科目・小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成24年2月17日（金）

入学手続期間 〈１次〉平成24年2月17日（金）～2月24日（金）消印有効
〈２次〉平成24年3月 1日（木）～3月23日（金）消印有効

■3年次編入学一般入試
入試区分

項目
社会人選抜Ⅱ期（併願可）

募 集 人 員 若干名

出 願 期 間 平成24年1月23日（月）～2月6日（月）消印有効

試 験 日 平成24年2月11日（祝･土）

試 験 科 目 等 小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成24年2月17日（金）

入学手続期間 〈１次〉平成24年2月17日（金）～2月24日（金）消印有効
〈２次〉平成24年3月 1日（木）～3月23日（金）消印有効

■社会人特別選抜入試

入試区分

項目

前　期　日　程
後　期　日　程

第1日程 第2日程

募 集 人 員 社会福祉専攻30名/子ども福祉専攻7名 社会福祉専攻6名/子ども福祉専攻2名

出 願 期 間 【郵送による出願】   平成24年1月4日（水）～1月19日（木）消印有効
 【窓口持参による出願】平成24年1月20日（金）10:00～17:00 平成24年2月6日（月）～2月27日（月）消印有効

試 験 日 平成24年1月26日（木） 平成24年1月28日（土） 平成24年3月2日（金）

試 験 科 目 等 英語、国語、数学、世界史、日本史から2科目選択 英語、国語、数学から1科目選択

試 験 会 場 本学・名古屋・福井・大阪・和歌山・神戸・岡山・福山・高松 本学・京都・大阪・神戸・岡山・広島・松江・松山・福岡 本学・大阪

合 格 発 表 平成24年2月4日(土) 平成24年3月10日（土）

入学手続期間 〈1次〉平成24年2月6日（月）～2月17日（金） 消印有効
〈2次〉平成24年3月1日（木）～3月23日（金） 消印有効 平成24年3月12日（月）～3月23日（金） 消印有効

■一般入試

入試区分

項目
前　期　日　程 後　期　日　程

募 集 人 員 社会福祉専攻8名/子ども福祉専攻2名 社会福祉専攻4名/子ども福祉専攻1名
出 願 期 間 平成24年1月4日（水）～1月26日（木）消印有効 平成24年2月6日（月）～2月27日（月）消印有効
試 験 日 個別試験なし

試 験 科 目 等 必須科目：外国語
選択科目：（国語、地理歴史・公民、数学、理科）から2科目選択 外国語、国語、地理歴史・公民、数学、理科から2科目選択

試 験 会 場 ー
合 格 発 表 平成24年2月11日（祝･土） 平成24年3月10日（土）

入学手続期間 〈1次〉平成24年2月13日（月）～2月20日（月）消印有効
〈2次〉平成24年3月 1日（木）～3月23日（金）消印有効 平成24年3月12日（月）～3月23日（金）消印有効

■大学入試センター試験利用入試

入試区分

項目
Ⅱ　期

募 集 人 員 5名

出 願 期 間 平成24年1月23日（月）～2月6日（月）消印有効

試 験 日 平成24年2月11日（祝･土）

試 験 科 目 等 小論文、面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成24年2月17日（金）

入学手続期間 〈１次〉平成24年2月17日（金）～2月24日（金）消印有効
〈２次〉平成24年3月 1日（木）～3月23日（金）消印有効

■3年次編入学一般入試
入試区分

項目
社会人特別選抜Ⅱ期（併願可）

募 集 人 員 社会福祉専攻若干名/子ども福祉専攻若干名

出 願 期 間 平成24年1月23日（月）～2月6日（月）消印有効

試 験 日 平成24年2月11日（祝・土）

試 験 科 目 等 小論文、面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成24年2月17日（金）

入学手続期間 〈１次〉平成24年2月17日（金）～2月24 日（金）消印有効
〈２次〉平成24年3月 1日（木）～3月23日（金）消印有効

■社会人特別選抜入試
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支部長よりメッセージ



　卒業してから５年が経ち、みんなはどうしているのかな？ 
　友人の「皆で集まりたいなぁ」という言葉がきっかけで、同窓会をすることになりました。 
　とりあえずは知っている友人に連絡をして、「果たして何人くらい集まるか」と思っていたけれど、
30名を超える同期が集まりました。同窓会の連絡がまわらなかった人は申し訳ないです。 
　５年ぶりに再会した同期と、学生の頃や、仕事・恋愛・趣味の話に花を咲かせ、中には子連れで参
加していた人もいて、時間の流れを感じました。 
　皆が集まりやすい場所ということで、姫路での開催になりました。開催日は６月11日の入梅で、天気
はどうなるのかと心配していましたが、みんなの日頃の行いが良かったのか、天気にも恵まれました。 
　参加した中には、遠いところで九州や長野の人も！ 
　会の中で、ビンゴゲームやサプライズの誕生祝いもあり、飲んで食べて楽しい時間を共有できました。 
　これからも定期的にやっていければと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　2006年度卒業 社会福祉学部６期生　　武田　拓也

校友会ニュース

社会福祉学部 第6期生 OB会を開催しました。

○校友会員の各種集い、部・サークルのOB会、ゼミ同窓会などの様子
をお知らせください。

○会員の皆様それぞれの仕事の内容や仕事上の悩み・喜びなど、1,000
字程度の原稿をお寄せください。

○校友インタビュー・校友ネットワークに登場していただける校友を募っ
ています。自薦、他薦を問いません。事務局までご連絡ください。

○記事の雰囲気を伝える写真、筆者の近影などがあれば添付してくだ
さい。写真は発行後返却します。

○原稿及び写真の採否は事務局に一任ください。

○原稿の加筆、修正、削除などをお願いする場合があります。

○校友会会報企画・編集に興味のある方は事務局までご連絡ください。

○その他、校友会へのご意見などもお寄せください。　

　（校友会事務局　TEL.0791-46-2715）

原稿募集

※祝電依頼は挙式当日の1週間前までにお願いします。

結 婚 式 祝電サービス
について

ご結婚される卒業生の方に、校友会より祝電をお送りします。
ご希望の方は、下記の①～⑧を電話かFaxまたはE-mailで
校友会事務局までお知らせください。

関西福祉大学ＰＳＷの会　実践報告会を開催しました。

　第1回は、平成23年7月10日（日）
　テーマ：「看護学部卒業生から在学生へのメッセージ」
　講　師：看護学部1期生6名

　第2回は、平成23年11月19日（土）
　テーマ：「救急看護認定看護師～命の現場からの報告～」
　講　師：看護学部2期生2名

先輩方の臨床現場での活躍を聞くことで、学習意欲が向上し、目標が具
体的になったという声が上がっていました。

看護学生研究委員会　講演会報告

　関西福祉大学ＰＳＷの会講演・交流会は今年で４回目となりました。
　パワーポイントを使っての実践報告では、病院や地域での抱える課
題や、これからの展望、卒業生の活躍ぶりを聞くことができPSWとし
ての役割を再認識させられました。
　懇親会でも、卒業年度にかかわらず
に、先生方や在校生を交え意見交換や、
日々の悩みを共有することができ、とて
も有意義な時間が過ごせたと思います。

看護学生研究委員会では、本学卒業生
を講師に招いて講演会を行いました。
看護学生研究会は、看護学生全員が
入会し、１年次生から４年次生の各
学年から選出された学生委員を中心
に企画運営を行っています。講演の
テーマは、学生全員のアンケートか
ら得られた結果を中心に企画してい
ます。

₁ 実践報告会
10：00～10：40　実践報告①　井澗　恵理子　さん（雄岡病院）
10：40～11：20　実践報告②　樋口　尚美　さん（たぞえ診療所）　
　
₂ 懇親会
11：30～14：00　会食・懇親

代表　2005年度卒業 社会福祉学部５期生　　藤井　宏昭

校 友 会 員 活 動 報 告
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第
一
章
　
総
則

（
名
称
）

第
一
条
　
本
会
は
、
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
と
称
す
る
。

（
本
部
）

第
二
条
　 

本
会
の
本
部
を
、
赤
穂
市
新
田
三
八
〇-

三
関
西
福
祉
大
学
校
友

会
館
内
に
お
く
。

（
目
的
）

第
三
条
　 
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
・
扶
助
を
図
り
、
教
養
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
母
校
の
発
展
を
援
助
し
、
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
四
条
　 

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

（
一
）
会
報
及
び
会
員
名
簿
の
発
行

（
二
）
会
員
の
懇
親
及
び
交
流

（
三
）
講
演
会
、
研
究
会
等
の
開
催

（
四
）
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業

（
五
）
種
々
の
社
会
奉
仕
的
事
業

（
六
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

第
二
章
　
会
員

（
会
員
）

第
五
条
　
本
会
の
会
員
の
種
類
及
び
資
格
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
一
）
正
会
員
　 

①
本
学
の
各
学
部
を
卒
業
し
た
者

　
　
　
　
　
　
　
② 

本
学
の
大
学
院
を
修
了
し
た
者
で
、
本
会
に
入
会
を
希

望
し
、
会
費
を
全
額
納
入
し
た
者

（
二
）
準
会
員
　
①
本
学
の
各
学
部
在
学
生

　
　
　
　
　
　
　
② 

本
学
大
学
院
の
在
学
生
で
本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
者

（
三
）
特
別
会
員
　 

本
学
の
現
旧
専
任
教
職
員
　

　
　
　
た
だ
し
、
旧
専
任
教
職
員
は
会
費
十
二
万
円
を
全
納
し
た
者
に
限
る
。

（
四
）
賛
助
会
員
　
① 

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
者
で
、
理
事
会
が
承
認
し

た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
②
特
別
会
員
を
除
く
旧
専
任
教
職
員

　
　
　
た
だ
し
、
在
職
中
に
一
万
円
以
上
の
会
費
を
納
入
し
た
も
の

二
　 

研
究
生
、
科
目
等
履
修
生
な
ど
が
希
望
す
る
と
き
は
、
理
事
会
の
承
認

を
得
て
正
会
員
ま
た
は
賛
助
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
資
格
喪
失
）

第
六
条
　 

本
会
の
名
誉
を
け
が
し
た
者
ま
た
は
本
会
の
目
的
に
反
す
る
行
為

を
行
な
っ
た
者
は
、
理
事
会
の
決
定
に
よ
り
除
名
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

第
三
章
　
役
員

（
役
員
）

第
七
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

一
　
本
部
役
員

（
一
）
名
誉
会
長
　
一
名

（
二
）
会
長
　
一
名

（
三
）
副
会
長
　
二
名

（
四
）
理
事
　
十
五
名
以
内

（
五
）
幹
事
　
各
卒
業
年
次
毎
に
六
名
以
内
及
び
教
職
員
六
名

（
六
）
顧
問
　
若
干
名

（
七
）
会
計
監
事
　
二
名

二
　
支
部
役
員

（
一
）
支
部
長
　
各
支
部
一
名

（
役
員
の
選
出
）

第
八
条
　
役
員
の
選
出
は
次
に
よ
る
。

（
一
）
名
誉
会
長
は
学
長
と
す
る
。

（
二
）
会
長
は
正
会
員
理
事
の
中
か
ら
選
出
す
る
。

（
三
） 

副
会
長
は
、
正
会
員
理
事
か
ら
一
名
選
出
し
、
ほ
か
一
名
は
名
誉
会

長
の
指
名
し
た
教
職
員
と
す
る
。

（
四
） 

理
事
は
正
会
員
幹
事
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
者
及
び
名
誉
会
長
の
指

名
し
た
教
職
員
と
す
る
。

（
五
） 

幹
事
は
各
卒
業
年
次
毎
に
正
会
員
中
よ
り
互
選
さ
れ
た
者
及
び
名
誉

会
長
の
指
名
し
た
教
職
員
と
す
る
。

（
六
）
卒
業
生
の
役
員
選
出
は
総
会
で
行
う
。

（
七
） 

顧
問
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

（
八
） 

会
計
監
事
は
理
事
会
に
お
い
て
理
事
、
幹
事
及
び
支
部
長
以
外
の
正

会
員
か
ら
一
名
選
出
し
、
も
う
一
名
は
名
誉
会
長
の
指
名
し
た
教
職

員
と
す
る
。

（
九
）
支
部
長
は
、
各
支
部
会
員
の
中
か
ら
互
選
す
る
。

（
役
員
の
任
務
）

第
九
条
　
役
員
の
任
務
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
一
） 

名
誉
会
長
　
名
誉
会
長
は
こ
の
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
会
長

及
び
理
事
会
に
助
言
を
行
う
。

（
二
） 

会
　
　
長
　
会
長
は
こ
の
会
を
代
表
し
て
会
務
を
総
括
し
、
総
会
、

理
事
会
、
幹
事
会
及
び
支
部
長
会
議
を
招
集
す
る
。

（
三
） 

副 

会 

長
　
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
つ
い
て
支
障
あ
る

と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

（
四
） 

理
　
　
事
　
理
事
は
理
事
会
を
組
織
し
、
第
十
三
条
第
六
項
に
定
め

る
事
項
を
行
う
。

（
五
） 

幹
　
　
事
　
幹
事
は
幹
事
会
を
組
織
し
、
第
十
四
条
第
四
項
に
定
め

る
事
項
を
行
う
。

（
六
） 

顧
　
　
問
　
顧
問
は
会
長
の
諮
問
に
応
じ
、
助
言
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

（
七
） 

会
計
監
事
　
会
計
監
事
は
本
会
の
会
計
及
び
収
支
決
算
を
監
査
す
る
。

（
役
員
の
任
期
）

第
十
条
　 

役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
会
長
、

副
会
長
に
つ
い
て
は
二
期
を
限
度
と
す
る
。

二
　 

役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
前
項
の
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

四
　 
役
員
は
、
退
任
し
て
も
後
任
者
が
就
任
す
る
ま
で
は
、
そ
の
責
任
を
免

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
四
章
　
会
議

（
会
議
）

第
十
一
条
　
本
会
に
次
の
会
議
を
置
く
。

（
一
）
総
会

（
二
）
理
事
会

（
三
）
幹
事
会

 

（
総
会
）

第
十
二
条
　 

総
会
は
毎
年
一
回
年
度
初
め
に
こ
れ
を
開
く
。
た
だ
し
、
会
長

が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
幹
事
会
の
議
決
の
あ
っ
た
と
き
及
び

会
員
総
数
の
五
分
の
一
以
上
か
ら
会
議
の
目
的
事
項
を
示
し
て

請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
臨
時
総
会
を
開
く
。

二
　 

総
会
の
招
集
は
、
議
案
、
期
日
、
場
所
等
に
つ
い
て
会
員
に
通
知
を
発

す
る
こ
と
に
よ
る
。

三
　
総
会
の
議
長
は
当
日
出
席
の
会
員
中
か
ら
こ
れ
を
選
ぶ
。

四
　 

総
会
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
議
決
は
出
席
会
員
の
過
半
数
に

よ
る
。
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

（
一
）
会
務
報
告
及
び
事
業
計
画
の
承
認

（
二
）
会
計
監
査
報
告
の
承
認

（
三
）
決
算
及
び
予
算
の
承
認

（
四
）
会
則
改
廃
の
議
決

（
五
）
役
員
の
選
出

（
六
）
そ
の
他
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
た
事
項

五
　 

総
会
は
、
原
則
と
し
て
理
事
会
及
び
幹
事
会
に
お
い
て
審
議
し
た
事
項

を
議
題
と
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
動
議
に
つ
い
て
は
、
出
席
会
員
の
過

半
数
が
承
認
し
た
場
合
に
の
み
議
題
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
理
事
会
）

第
十
三
条
　 

理
事
会
は
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
及
び
理
事
五
名
以
上
か

ら
会
議
の
目
的
事
項
を
示
し
て
請
求
の
あ
っ
た
と
き
に
開
く
。

二
　 

理
事
会
は
理
事
総
数
の
二
分
の
一
以
上
の
出
席
者
（
委
任
状
提
出
者
を

含
む
）
を
も
っ
て
成
立
す
る
。

三
　
理
事
会
の
議
長
は
会
長
が
務
め
る
。

四
　
理
事
会
の
議
決
は
、
出
席
理
事
の
過
半
数
よ
る
。

五
　
理
事
会
は
総
会
及
び
幹
事
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。

六
　 

理
事
会
に
お
い
て
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
、
議
決
し
、
こ
れ
を
実

行
す
る
。

（
一
）
庶
務
、
会
計
及
び
事
業
に
関
す
る
こ
と

（
二
）
総
会
及
び
幹
事
会
の
議
案
の
審
議

（
三
）
総
会
及
び
幹
事
会
の
議
決
事
項
の
実
行

（
四
）
予
算
案
及
び
決
算
書
の
調
整

（
五
）
職
員
の
任
免
及
び
処
遇

（
六
）
会
則
及
び
会
員
に
関
す
る
こ
と

（
七
）
役
員
の
推
薦

（
八
）
そ
の
他
会
長
の
附
議
し
た
事
項

（
幹
事
会
）

第
十
四
条
　 

幹
事
会
は
理
事
会
の
必
要
と
認
め
る
と
き
及
び
幹
事
総
数
の
三

分
の
一
以
上
か
ら
会
議
の
目
的
事
項
を
示
し
て
請
求
の
あ
っ
た

と
き
に
開
く
。

二
　
幹
事
会
の
議
長
は
出
席
幹
事
の
互
選
に
よ
る
。

三
　 

幹
事
会
は
幹
事
総
数
の
二
分
の
一
以
上
の
出
席
者
（
委
任
状
提
出
者
を

含
む
）
を
も
っ
て
成
立
し
、
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
に
よ
る
。
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

四
　
幹
事
会
に
お
い
て
は
次
の
事
項
を
行
う
。

（
一
）
決
算
の
承
認
及
び
予
算
案
の
協
議

（
二
）
各
種
事
業
の
検
討
及
び
意
見
具
申

（
三
）
会
則
及
び
細
則
改
廃
の
承
認

（
四
）
総
会
の
議
案
の
審
議

（
五
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
記
録
）

第
十
五
条
　 

総
会
、
理
事
会
、
幹
事
会
の
議
事
は
こ
れ
を
記
録
し
、
議
長
及

び
記
録
者
が
署
名
押
印
の
上
、
事
務
局
に
お
い
て
保
存
す
る
。

第
五
章
　
事
務
局

（
事
務
局
）

第
十
六
条
　
本
会
本
部
に
事
務
局
を
置
く
。

二
　
事
務
局
に
、
事
務
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
事
務
局
職
員
は
大
学
事
務
局
長
が
指
名
し
た
職
員
が
あ
た
る
。

四
　 

事
務
局
運
営
に
関
す
る
規
程
は
、
大
学
事
務
局
と
協
議
の
上
、
会
長
が

別
に
定
め
る
。

第
六
章
　
会
計

（
経
費
）

第
十
七
条
　 

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
及
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ

て
こ
れ
に
当
て
る
。

（
会
費
）

第
十
八
条
　 

正
会
員
の
会
費
は
終
身
会
費
十
二
万
円
と
し
、
在
学
中
、
毎
年

三
万
円
を
納
入
す
る
。
た
だ
し
編
入
生
、
お
よ
び
大
学
院
生
で

入
会
を
希
望
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
毎
年
六
万
円
を
納
入
す
る
。

二
　 

特
別
会
員
の
会
費
は
総
額
十
二
万
円
と
し
、
在
職
中
毎
年
度
会
費
一
万

円
を
納
入
す
る
。
た
だ
し
、
会
費
総
額(

十
二
万
円)

に
達
す
る
前
に
退

職
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
に
よ
り
賛
助
会
員
と
し
て
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

三
　 

賛
助
会
員
（
第
五
条
四
項
①
）
の
会
費
は
、
入
会
時
に
一
万
円
を
納
入

す
る
。

四
　 

そ
の
他
、
理
事
会
及
び
幹
事
会
に
お
い
て
臨
時
に
会
費
の
徴
収
が
必
要

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
必
要
額
を
徴
収
す
る
。

五
　
す
で
に
納
入
し
た
会
費
は
、
還
付
し
な
い
。

（
会
計
年
度
、
会
計
監
査
）

第
十
九
条
　 

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月

三
十
一
日
に
終
わ
る
。

二
　 

本
会
の
収
支
決
算
及
び
財
産
は
、
会
計
監
査
を
経
て
総
会
に
報
告
し
、

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
　
支
部
等

（
支
部
の
設
置
、
支
部
長
）

第
二
十
条
　 

理
事
会
の
議
決
を
経
て
都
道
府
県
単
位
に
支
部
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
会
員
数
の
多
い
都
道
府
県
は
若
干
の
支
部

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　 

支
部
は
、
原
則
と
し
て
当
該
都
道
府
県
に
居
住
す
る
会
員
を
も
っ
て
構

成
員
と
す
る
。

三
　 

支
部
に
は
支
部
長
一
名
を
お
く
。
支
部
長
は
、
支
部
会
員
の
互
選
等
に

よ
り
本
部
役
員
以
外
か
ら
選
出
す
る
。
任
期
は
二
年
と
す
る
。

四
　
支
部
長
は
支
部
を
班
に
細
分
し
、
班
長
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
本
部
と
の
連
携
）

第
二
十
一
条
　 

支
部
は
支
部
長
名
、
支
部
役
員
名
、
事
務
所
の
所
在
等
を
本

部
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　 

支
部
は
本
部
の
方
針
の
も
と
に
活
動
し
、
年
度
当
初
に
予
算
、
決
算
等

の
活
動
状
況
を
本
部
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　 

支
部
長
は
幹
事
会
に
出
席
し
、
求
め
に
応
じ
て
意
見
を
の
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
支
部
長
会
議
）

第
二
十
二
条
　
支
部
長
会
議
は
一
年
に
一
回
以
上
開
く
こ
と
と
す
る
。

（
経
費
）

第
二
十
三
条
　 

支
部
経
費
は
各
支
部
に
お
い
て
ま
か
な
う
。
本
部
は
支
部
活

動
費
の
補
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
個
別
校
友
会
）

第
二
十
四
条
　 

校
友
会
は
、
同
期
会
、
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
同
窓
会
、
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
O
B
会
、
職
域
会
、
職
種
会
等
の
個
別
校
友
会
を

結
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　 

次
の
（
一
）
〜
（
三
）
の
条
件
を
満
た
す
個
別
校
友
会
は
、
活
動
実
績

ま
た
は
活
動
計
画
、
関
連
資
料
お
よ
び
会
員
名
簿
を
添
え
て
所
定
の
申

請
書
を
提
出
し
、
幹
事
会
の
承
認
を
経
て
認
定
団
体
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
一
）
会
長
以
下
の
役
員
が
正
会
員
で
あ
る
。

（
二
）
参
加
す
る
校
友
の
範
囲
を
客
観
的
に
明
示
で
き
る
。

（
三
）
活
動
内
容
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　 

認
定
さ
れ
た
団
体
に
、
本
会
の
組
織
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
事
由
が

あ
る
と
き
、
会
長
は
幹
事
会
の
議
を
経
て
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
。

（
個
別
校
友
会
へ
の
助
成
）

第
二
十
五
条
　 

本
部
は
、
認
定
し
た
個
別
校
友
会
の
活
動
費
を
助
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

附
則一

　 

こ
の
会
則
は
、
総
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
改
廃
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

二
　
こ
の
会
則
は
平
成
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

三
　 

本
会
設
立
時
か
ら
当
分
の
間
の
会
長
は
、
第
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
関
西
福
祉
大
学
の
学
長
と
す
る
。

四
　 

本
会
設
立
時
か
ら
当
分
の
間
の
幹
事
及
び
理
事
は
、
第
八
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
の
会
長
が
指
名
し
た
者
と
す
る
。

五
　
こ
の
改
正
後
の
会
則
は
平
成
十
五
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

六
　
こ
の
改
定
後
の
会
則
は
平
成
十
六
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。

七
　
こ
の
改
定
後
の
会
則
は
平
成
十
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

八
　
こ
の
改
定
後
の
会
則
は
平
成
二
十
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
適
用
す
る
。

九
　 

こ
の
附
則
の
三
及
び
四
を
廃
止
し
、
改
定
後
の
会
則
は
平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

十
　
こ
の
改
定
後
の
会
則
は
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

11 PAGE



校友会館内に無線ＬＡＮを設置することになりました。
みなさんにインターネットを身近に楽しんでもらいたいと考えております。
校友会館内の３ヶ所（喫茶ライム、校友会事務局、２Ｆ校友会館ホール）に設
置予定です。
完成しましたら、ＨＰや校友会報でお知らせ致します。こうご期待ください。

｜理　事｜　看護学部長　小野　ツルコ

｜幹　事｜　2011年度卒業（社会福祉学部）　長谷中 理紗【新任】
 2011年度卒業（社会福祉学部）　永井　 真実【新任】

  2011年度卒業（社会福祉学部）　大西　 華英【新任】
  2011年度卒業（看護学部）　　　山口　 明子【新任】
  2011年度卒業（看護学部）　　　小田　 智恵【新任】

｜校友会事務局｜事務局長　門田　哲夫
  事務職員　関　香奈子

　　　　　　　
校友会報　第19号
●発行日　平成23年12月20日
●発行所　関西福祉大学　校友会

〒678-0255　兵庫県赤穂市新田380︲3
 TEL 0791︲46︲2525（大学代表）
 TEL/FAX 0791︲46︲2715（校友会事務局）
  koyukai@kusw.ac.jp

大学HP：
http://www.kusw.ac.jp/
校友会HP：
http://www.kusw.ac.jp/kouyukai/index/index.html

インフォメーション

建学の精神「人間平等」「個性尊重」「和と感謝」

開　　　学……………… 平成  9年（1997年）4月

開設（大学院） ………… 平成21年（2009年）4月

学部・学科……………… 社会福祉学部・社会福祉学科

（社会福祉専攻、子ども福祉専攻）

看護学部・看護学科

大　学　院……………… 社会福祉学研究科

教　員　数……………… 専任　62名（助手含む）

在 学 生 数 ……………… 1,140名

卒業生数（学部） ……… 累計　3,087名

卒業生数（大学院） …… 累計　3名

ひとくち
メモ

平成23年11月１日現在

ビ　キ　タ

校友会会員限定コミュニティサイト

Bi k i t a

校友会館内無線ＬＡＮ設置準備中です。

　

　平成２１年４月に、社会福祉学研究科社会福祉学専攻（修士課程）の１
研究科１専攻でスタートした関西福祉大学大学院は、平成２４年４月に
「看護学研究科」を開設します。
　看護学研究科では、「高度な専門的知識を発展させ、看護の研究的視
点をもつ看護実践者であり、更に臨地教育・指導が出来る人材」の育成を
目指します。研究科の概要は次のとおりです。

　今後は、社会福祉学研究科とともに、それぞれの分野における研究能
力と高度な知識・技術を有する専門職業人の育成に取り組んでいきます。

大学院「看護学研究科」の
設置が認可されました！ 終了のお知らせ

関西福祉大学　入試広報課
〒678-0255　兵庫県赤穂市新田380-3

℡：0791（46）2525 （平日 8:50～17:50）

お問い
合わせ先

名　　称：看護学研究科・看護学専攻
入学定員：６名（収容定員12名）
研究領域：①看護システム管理学
　　　　　②療養生活看護学
　　　　　③健康生活看護学
学　　位：修士（看護学）

キャリア開発課では卒業生の支援も
しています。

再就職や転職の際の履歴書・職務
経歴書の添削、模擬面接や各種相
談等をお受けしています。ぜひご
利用ください。

関西福祉大学校友会　新役員選出について
下記のとおり新役員の方が選出されました。

　平成20年12月から設立しました、同窓
会コミュニティサイト「Bikita」ですが、
この度、利用者が当初の見込みより大幅
に少なくなった事から、平成24年３月を
もちまして終了させていただく事となり
ました。ご利用ありがとうございました。
　引き続き、校友会ホームページで、個
別活動等アップしていますので、ご覧く
ださい。


